
（別紙３）

～ 令和　6年　12月　25日

（対象者数） 26 （回答者数） 20

～ 令和　6年　12月　18日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後も広い敷地を活かした楽しい活動の提供に努める。

2

外出の機会を増やし、社会性が身につく活動の提供を行う。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

職員間で連携を密にし、死角を減らす空間の使用を工夫した

い。

2

契約時にマニュアルを提示し閲覧していただく。法人のホー

ムページだけでなく、グループライン等で充実を図ってい

く。

3

○事業所名 あさごふれ愛の郷　YOU愛センター

○保護者評価実施期間
令和　6年　12月　10日

○保護者評価有効回答数

令和　6年　12月　10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　７年　1月　31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

職員の高齢化、人材育成。 地域の人口減もあり、年々厳しくなっている。研修の機会も少

ない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

敷地が広いため死角ができる。 適切な職員配置にその都度気を配る必要がある。

ＢＣＰ・各種マニュアルの作成、虐待防止委員会等、適正に実

施しているが、周知できていない。情報発信が少ない。

契約時にお伝えしているが、訓練や研修について定期的に発信

ができていない。日々の活動の様子等もあまり発信できていな

い。

部屋数もあり広いホールや園庭がある。 その日の利用に応じた部屋の使い分けができる。

ホールで卓球やダンス等体を動かす活動を日々取り入れてい

る。

園庭で鬼ごっこやサッカー、虫取り等、また冬には雪遊びがで

き、活動が固定しないよう工夫している。

自己決定できる場面や、卒業後の進路選択の幅が広がるような

活動の提供を行っている。

利用者主体でスケジュールを決めたり、おやつの選択を通じて

ルールを守りながら自分で決める訓練を毎日行っている。また

軽作業やお手伝いの機会を設け、自立に向けた活動の提供にも

取り組んでいる。

利用者や家族が安心して過ごせるよう、祝祭日、土曜日も開所

している。

急な利用・変更についても可能な限り対応している。

事業所における自己評価総括表公表


